
逆U字型の曲線関係が得られた｡低圧低慨累環境

下では､各周波数に対するERPsの振幅が､市皮

上昇にともない減少した｡とくに2000Hzでの振

幅が著しく減少した｡またERPsの各コンポーネ

ントの潜時が高圧上昇にともない延長した｡

以上の結果は､従来のヒトによる研究結果から

はみられない結果であった｡したがって本研究か

ら､低圧低酸素環境への順化過程について､今後

ニホンザルをヒトのモデル動物として用いる場合

には､いくつかの検討すべき問題点があることが

考えられた｡

霊長類における赤血球7ルギナーゼ活性並びにそ

の遺伝子解析

水谷直樹･早川知恵美

(名古屋大学医学部小児科)

霊長矧 こおける赤血球中アルギナ-ゼの存在意

義については未だ不明な点が多く､その作用もヒ

トの場合と異なり進化の過程と深い関連があると

も考えられている｡ヒトにおいては赤血球中アル

ギナーゼは肝臓中アルギナーゼ活性を反映してお

り､その欠損は高アルギニン血症の診断に有用で

ある｡それに対して､霊長矧 こおいては赤血球中

アルギナーゼ活性が存在しなくても､肝臓中アル

ギナーゼ活性は正常で何等障害を呈しない場合が

殆どである｡試料提供により採血したニホンザル

のうち､昭和62年度12頭 (高浜)､昭和63年度16

頭 (淡路､宮島､高浜)は肝臓中アルギナーゼ活

性は正常 (一部のみ測定)に存在しているにも拘

らず､赤血球中アルギナーゼ活性は全く認められ

なかった｡しかし､正常対照と比較して臨床的に

も生化学的にも差は認められなかった｡

現在､実験殺後に得られた肝臓､腎臓からDNA

を抽出し､EcoRI､Pst､TacIなどの制限酵素

で切断したうえで､ヒトおよびラット肝アルギナー

ゼcDNAを用いて､サザンブロッティング法で

解析を行なっているが､今までの所､RFLPを含

め特別な異常は認められていない｡

霊長類の下垂休隆起葉の微細構造

太田吉彦､小沼水一郎 (静岡大 ･理)

腺性下垂体が隆起袋､前菜及び中菜から成り立っ

ていることはよく知られている｡発生学的には､

この三者は密接な関係を有しているにもかかわら

ず隆起矧 こついては研究が極めて少ないため構造

や械能に関しては不明の部分が多い｡本研究はニ

ホンザルを材料として､隆起頚の構造を光学なら

びにfti子既微税で解析すると同時に各種下垂体ホ

ルモンの抗体を用いて免疫組紙化学的に調べたも

のである｡

ニホンザルの隆起丑は神経性下垂体の基部をと

りかこんで存在する上皮性の腺細胞から構成され

ている｡光学顕微鏡的には通常JT)いられる色素に

対しては染色されないいわゆる色素妹性細胞であ

る.免疫組織化学的検索の結果､甲状腺刺激ホル

モン (TSH)及び生殖腺刺激ホルモン (GTH)

免疫陽性細胞が隆起茄に存在することが確かめら

れた｡GTH細胞にはFSHとLHに反応する細胞

がある.TSH細胞はやや小型で伽 fっているの

に対し､GTH細胞は大型で楕円状の細胞である｡

両細胞とも隆起菜全体に散在しているが､特に正

中隆起に接する部位に比較的多くみられる｡また､

副腎皮質刺激ホルモン､成長ホルモン及びプロラ

クチン免疫陽性細胞は検出されなかった｡馬子頚

徴鏡で観察した結果､隆起茄を梢成する細胞の多

くは細胞質内に頬粒を含まない如頬粒細胞からな

るが､このほかに特徴的な晴調瑞枝を含む頬粒細

胞が少数混在している｡顆粒の形状から､平均直

径170mmの小型犠牲のみを含む細胞と350nmの大

型校粒を多丑に含む細胞が区別された.後者では

細胞質内にミトコンドリアのほかよく発達した粗

面小胞体が認められる｡これら2型の細胞の機能

型を同定するためには､田子顕微鏡レベルの免疫

組織化学的研究を行う必要がある.

HRP逆行性輸送による霊長類の三叉神経中脳路

核歯髄ニューE)ンの証明

天野仁一朗 ･安東俊介 (九州歯科大学)

【日的】従来､三叉神経中脳路核1次ニューロ

ンの支配する受容器は閉口筋筋紡錘および歯根膜

械械受容器のみであって､歯髄支配の可能性は否

定されてきた.1987年箪者らはHRPの軸索内逆

行性輸送を利用して､歯髄に軸索を送る中脳路核

1次ニューロンの存在を明らかにした.すなわち､

成猫の片側下顎犬歯および後続3臼歯の歯髄組織

に､根尖孔からHRPを漏洩させないよう配慮し

つつHRPを投与した後､急性歯髄炎の防止のEl
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的で抗炎症剤のprednisoloneを全身性に投与し

続けたところ､P3.5-A3.5の広範囲にわたる投

与側中脳路核内に92個のHRP陽性細胞体が兄い

だされた｡三叉神経節に出現した陽性細胞体数は

933個であった｡本研究の目的は､サルの永久歯

の歯髄組掛 こHRPを投与し､逆行性輸送された

HRPを中脳路核の神経細胞体で組織化学的に検

出することによって､歯髄支配の中脳格核1次ニュー

ロンが霊長類にも存在することを証明することに

ある｡【方法】年令6才および8才 (体重7.5kg､

10kg)の､2頭の雄ニホンザル(MacacafuscataI

uscata)を用いて､前述の成猫の場合と同様の方

法で歯髄組織にHRPを投与した後､中脳路核に

おいて逆行性輸送されたHRPを取り込んだ神経

細胞体をMesulumのTMB法により検索した｡【

結只】片側下顎犬歯および後続3臼歯の歯髄組織

I羊HRPを投与 した結果､投与側の三叉神経

節 (TG)に924個､中脳路核 (MTN)に13個の

HRP陽性細胞体がそれぞれ出現した.反対側の

TGおよびMTNには全く認められなかった｡TG

における陽性細胞体は､成猫の場合と同様にTG

の後外側部に局在した｡MTNにおける13個の陽

性細胞体は､A5-A8の範囲のMTNに分散し

て存在した｡その他の特筆すべきことは､サルの

TGの陽性細胞体はネコのそれに比べてかなり大

きいことであった｡【考察】以上の結果から､歯

髄支配の中脳路核ニューロンは霊長莞削こも存在す

ることが明らかになった｡しかし､ネコとサルと

で同種､同数の歯を用いたにも拘らず､中脳路核

歯髄ニューロン数は両者の間で大きな差があった｡

三叉神経節歯髄ニューロンが両者で殆ど同数であっ

たことから､HRP投与方法に問題はなかったと

考えられる｡今後､歯髄神経線維の投射に関する

比較解剖学的な研究が期待される｡

霊長類のリンパ管系に関する比較解剖学的研究

(マカクに関する知見)- 続報-

早川敏之 (慈恵医大 ･第-解剖)

霊長類のリンパ管系に関する報告は Silvester

(1911-1912)､Didioetal.(1959)､Azzaliand

Manfredona(1959)､遠藤 (1941)､手島 (1936,

1936)､Sasaki(1984)等の記載を認める｡第2

回日本霊長類学会大会 (名古屋､1986)に於て､

霊長類のリンパ管系 2.ニホンザルに関する知

兄と題して､その壁側のリンパ管系について報告

した｡観察結果より､下唇より起こるリンパ管の

内､通称 "オトガイ"部に相当する下唇先端部

からのリンパ管が､如何なる流注経路で所属リン

パ節である顎下リンパ節などに注いでいるのかに

ついて､追試の必要性がおき､昭和62年度にニホ

ンザルMacacafuscatafuscata(M./.I.)2頭､

アカゲザルMacacamulatta(M.m.)1頭につ

いて観察を試みた｡下唇先端部のやや左側に偏し

てCHHを穿刺注入したM./.f第1例と､M.m.

では下唇先端部のやや右に偏した部分にCHHを

穿刺注入した〟.m.との2例については先に報

告した (本年報､Vol.18)｡下唇中央部にCH‥

を穿刺注入した〟.∫/.の第2例については昭和

63年にわたって観察を進めた｡その結果､顎下リ

ンパ節を均等に黒く染め出してはいるものの､右

側方への流れが左側への流れよりも強く､同第1

例に頬似していた｡63年度に入り､更にM./.I.

2頭 (第3例､第4例)について剖検､観察を行っ

た｡

〟.√′の第3例は､オトガイ部歯肉粘膜下に

CHHを穿刺注入した結果､オトガイ三角底部に

位置する顎下リンパ節の内､右側よりも左側の同

リンパ節群をやや強く染め出し､浅頚リンパ節を

経て右頚リンパ本幹までも強く表出させていた｡

第4例では､下顎骨正中部の歯肉枯股下に注入し

た場合､第3例と類似した走行を里し､左側方に

流れる傾向を示したが､顎下リンパ節群からの輸

出管が､前例とは異なり､上深頚リンパ節に注ぎ､

その輸出管である左頚リンパ本幹の形成にかかわっ

ていた｡以上､これまでの5例のマカタの観察か

ら､下唇先端からのリンパ管が右側方向への流れ

を示し､同郡位に対応する下顎骨歯肉粘膜下から

のリンパ管は､左側方へ流れる傾向を示した｡後

者の一部では､顎下リンパ節より上探琴リンパ節

に注ぐ様な流注経路を認めた｡5例の胸管につい

ては､その走行形態が〟.∫/.では､ヒト胸管の

走行形態 (足立､1953)に当てはめると､9型の

分類の内､Ⅴ型に1例 (M./.I.-1)､Ⅵ型に2
例 (〟.′√ -2､-3)､Ⅲ型に1例 (〟JJ.-
4)をそれぞれ認め､〟.m.-1はⅥ型に相当し

ていた｡
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